


序文

守山市内をゆったり流れ下る野洲川は、「近江太郎」とも呼ばれる県内最大の河川です。

野洲川の下流域には沖積平野が広がり、そこに生活する人々は太古の昔より、この川の恩恵

や脅威を様々なかたちで受けてきました。

大昔、農業が始まった頃、水は農作物の栽培にとっては無くてはならないものであったで

しょう。市内各地の遺跡の調査成果を見ていきますと、古い川筋に遺跡が分布している様子

がうかがえることは、昔人の生活にとって水の重要性が指摘できるものと考えます。しか

し、ひとたび大雨が降ると野洲川は暴れ川と化し、洪水や氾濫をまき起こし、人々にとって

は畏怖の対象となりました。近年では、野洲川の治水事業も進み、暴れ川の異名は消え行く

こととなっていますが、市内各所には治水にかかわる歴史遺産が確認できます。

今回、報告しました下之郷遺跡は、今から25年ほど前に発見された巨大な環濠集落で、こ

れまでに進めてきた66次の調査で2100年以上前の村の様子が少しずつ明らかになってきてい

ます。村の周囲には何重もの大きな溝が掘られているようですが、この溝の一つの意義は、

やはり水からムラを守るという意義でもあったということです。

先人が残してくれた文化財は、現代に生きる私達だけでなく、子々孫々にまで伝え残さね

ばならない貴重な財産であります。この大切な文化遺産を保護し、永く後世に伝えていくため

に、私ども一層の努力を惜しまない所存ではありますが、同時に広く市民の方々の文化財に対

する深いご理解とご協力を得なければなりません。今回の調査成果が、まちづくりにとって、

また教育活動にとって、今後少しでも寄与するところがあれば幸いに存じます。しかしなが

ら、まだまだ不備、不足な点があるかと思います。御批判、御教示を賜れば幸甚です。

最後になりましたが、発掘調査の円滑な実施に、ご理解とご協力をいただきました地元の

方々、ならびに関係機関に対して厚くお礼申し上げます。

平成二十一年三月

守山市教育委員会

教育長山川芳志劇
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図1守山市と下之郷遺跡位置図

（周辺の弥生時代集落遺跡）



I位置と環境

1．下之郷遺跡の位置と概要

守山市は滋賀県の東南部に位置し、琵琶湖の南東岸に面した平野部を占める。市域は一級河川野

洲川が形成した沖積地で、山丘が無く、琵琶湖が海抜85m前後、市域の東端で約106mの標高である

ことから、はとんど平坦地であると言える。市域は東西約6.3km，南北約10.9km，面積はおよそ44k㎡を

測る。東から西に傾斜する扇状地性の地形をなし、人口は東の市街地に集中する傾向がある。近畿α

経済圏にあり、京阪神からの通勤時間が約1時間という距離から昭和60年代頃からベッドタウン化力

進み、住宅を中心とした開発が著しく、平成16年には人口が7万人を越えることとなった。守山市〆

には縄文時代から近世までの遺跡が広く分布し、現在148か所が確認されている。縄文時代早期に付

琵琶湖湖底遺跡である赤野井湖底遺跡が確認される他、中期から後期の集落跡（経田遺跡、下長遺勘

など)が13か所、晩期の遺跡（服部遺跡、岡遺跡など)が9か所で確認されてきている。縄文人の足跡

を認める琵琶湖周辺の平野部の中では最も遺跡数の多いところと言える。一方、弥生時代には、弥生

前期から後期までの遺跡が25か所で確認されている。弥生前期の遺跡では、突帯文土器が弥生土器と

共伴する遺跡として、服部遺跡、小津浜遺跡などが平野の中でも比較的低位な場所（三角州帯)に誕

生する。弥生前期中段階の土器を出土する遺跡には服部遺跡、新段階には赤野井遺跡、赤野井浜遺跡

などが湖辺部に、そしてやや内陸の自然堤防帯には中島遺跡が展開している。それから中期になると

寺中遺跡、下之郷遺跡、播磨田東遺跡、ニノ畦・横枕遺跡、山田町遺跡などが湖岸から離れて内陸割

扇状地末端部に偏在して展開をはじめる。これら中期の集落は畿内第Ⅱ．Ⅲ様式期に最盛期をもつ者

中遺跡をのぞき、全て環濠を備えているのが特徴といえる。中期の集落のもう一つの特徴は、同じ

場所に長期間継続して集落を営むことはせずに、短期間に移動するという現象がうかがえる。それは

(Ⅱ．Ⅲ様式)寺中遺跡→（Ⅳ様式前・中葉)下之郷遺跡→（Ⅳ様式中・後葉)播磨田東遺跡／（Ⅳ椅

式後葉)ニノ畦・横枕遺跡／（Ⅳ様式後葉)山田町遺跡という集落の動きが確認できる。合わせて虞

味深いのは、下之郷遺跡では竪穴住居が一棟も確認されておらず、高床建物や壁立式建物で構成され

ていることである。その後続集落である播磨田東遺跡やニノ畦・横枕遺跡では、ほとんどが竪穴住雁

で構成されている点である。一般に民族事例をひも解いてみても同じ部族の集団が先祖から引き継し

だ居住形態を放棄することは珍しく、その断絶の背景については何らかの歴史的解釈を用意してい力

ねばならない。集落と墓域の関係では、下之郷遺跡の場合、一所に造墓するのではなく、確認されて

いるだけでも周辺7か所（酒寺遺跡・八ノ坪遺跡・吉身西遺跡2か所・金森東遺跡・石田遺跡・今旅

遺跡など)に分散して認められる。そのあり方は一辺約6～10m程度の方形周溝墓が2列配置で列秒

に連結して営まれており、全容が把握されている墓群はないが少なくとも十数基、多ければ1墓群5（

基を越える可能性が高い（図3)。そして弥生時代後期になると中期の集落から離れた場所に小集蕗

として、酒寺遺跡、吉身西遺跡、金森東遺跡などが形成される他、大型建物を多数配置する拠点集

落、伊勢遺跡が扇状地上に成立する。以上述べてきたように弥生遺跡の立地は、前期の湖岸周辺から

後期の内陸部へ進出するという傾向を認めることができる他、前期の比較的早い時期から水田稲作を

導入し、河川を利用した水田開発が行われていったことが知られる。しかし、野洲川下流域平野全励

に定住集落が展開するようになるのは古墳時代に入ってからのことで、特に扇状地の水田開発とな愚

と古墳時代中期以降に降る可能性が高いと考えられる。
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2．調査履歴と経過

下之郷遺跡は野洲川下流域平野の中央部にあり、地形分類_上の扇状地末端部分に位置している。

これまでに60次以上の調査が進められ集落の様子が除々に明らかになってきている。これまでの調

査の起点にあたる第1次調査は、1980年の公共下水道工事に伴う立会調査で、溝状遺構と柱穴から

弥生時代中期後葉の土器と磨製石錐が検出されたことにはじまる。その後は、各種開発に伴う発掘

調査が行なわれることとなるo1983年には都市計画道路建設にかかる発堀調査で、遺跡の南西側で

幅約5～7m、探さ約1.5mの大溝が10m間隔で3条並行した状態が検出され、その大溝3条を挟ん

で北東側においては大小の士坑や柱穴が密集した状態で検出された。また第4次調査では、前年に

検出された大溝の延長に想定される場所で新たに大溝が確認され、環濠集落として確実視されるこ

とになった。1987年の工場増築に伴う発掘調査では3条の環濠とさらに外側に3条の大溝が検出さ

れ、その環濠の一部に柵（杭列)のあることがわかった。さらに1989年の第14次調査でも3条の環

濠が検出され、大量の土器や石器とともに木製の文の柄が発見された。

転機となったのは、1994年に行なわれた現下之郷町里中道における下水道工事の立会調査であ

る。この調査は、地下約2mに下水管を埋設する際に遺構を確認していくものであったが、これま

で把握されていなかった環濠集落の北側環濠の位置を確認することができた。その結果3条環濠が

めぐらされた範囲は南北径で260mとおさえられることとなったo1996年に行なった23次調査では、

3条の環濠が検出され、その最も内側の環濠から埋立てて造られた集落の出入口が発見された。

出入口は、柵や門で堅固に護られていて周辺から銅剣や磨製石剣、弓、石錐などが多数出土し、弥

生時代の戦いの痕跡を如実に語る場所として評価された。ここまでの調査で環濠集落の範囲がおよ

そ推定されるようになったが、北東側の環濠周回位置については判然としていなかった。それは、

1993年に実施した隣接する酒寺遺跡の発掘調査で下之郷遺跡に近い位置で、幅4m前後の溝が複数

並行する状態で検出されていたが、下之郷遺跡で検出されていた本来的な3条の環濠のあり方（幅

3～4m、探さ1.5m前後)ではなかったため、やはり下之郷遺跡の環濠であることの判断は保留せ

ざるを得なかったからである。その後、1998年の25次調査で本来的な3条の環濠の外側にさらに3

条の大溝が見つかったことで、遺跡の東側には3条の外側にさらに複数の環濠が掘削されているこ

とが確実となった。また酒寺遺跡の調査で検出されていた大溝が25次調査の溝に繋がることが判明

し、結果的に遺跡の東側には8～9条の環濠が掘られていることがわかった。この成果から9次調

査の外側の3条の溝も環濠と理解することが可能となった。

環濠内部の調査は、これまで小面積を点的に行なってきたが、27次調査では中央部を面的に広げ

ることとなった。検出された遺構には井戸や土坑、壁立式建物、区画溝が密集する状態で検出され

たが、なかでも集落中央部で見つかった南北に延びる区画溝は集落の中枢施設を取り囲む方形区

画の一種と考えられ、その後の確認調査の重要課題となっている。重要遺跡範囲確認調査は、この

25,27次の調査と史跡化への取組みを契機にして周辺の遺構分布と環濠集落域の把握を目的に平成

10年度から実施していくこととなった。29次、31次調査と平成11年度に実施した34次、35次、37次、

39次の確認調査は下之郷遺跡の東側環濠の位置を把握することに目的がおかれ、3条環濠の周回す

る推定ラインがおさえられた。国の史跡指定は、これら確認調査成果をもとに下之郷町土地権利者

への説明会を繰り返し、平成13年度より指定同意取得に入り、同年8月に指定申請、翌年3月に国

指定遺跡として官報告示がおこなわれた。
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表1下之郷遺跡調査年譜

－4－

調査次数

簡謝鋤で紬

10

11

12

13

酒寺遺跡で開資

11

15

K:

17

18

19

2C

21

i醗巡跡で調査

吉身西71次

22

23

24

25

25

26

27

22

2S

3C

31

32

33

34

35

36

37

38

3§

4（

41

調査耳

198

198

198

198

198

198

198

198

198

1981

1987

1987

1987

1987

1988

198!

198

198

199

199

199

199

1991

199

1997)

199

199

199

199'

199'

199’

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1999

1999

1999

1999

1999

1999

2001

200

2001

S55

S57

S7)8

S59

S59

S60

S6

861

S6

.SC)()

S(i2～63

S62

S62

S62

S63

S63

H元～Z

H元

II3

H4

Ill

115

116

H6

H7

118

118

H8

H9

119

119

UK

mi

IIK

UK

iik

iik

IIK

Ill

Ill]

Ill

II1I

Ill

Ill

Em

ill:

HIS

種 類

京会

〈
云

一
￥

本掘

本掘・確認

本掘

本掘

本掘

本掘

本掘

本掘

本掘

確認調塾

試掘・発掘

試掘・発掘

本掘

本掘

本掘

本掘

立会・本掘

本掘

本掘

壷会

本掘

京会

本掘

本掘

本掘

本掘

本掘

本掘

本掘

ず会

本掘

平面調査

平面調査

平面調査

平面調査

平面調査

平面調査

平面調査

平面調査

平面調査

平面調査

平面調査

平面調査

平面調蛮

平面調整

調査原区

下水道

下水進

都市計画道牒

個人住黛

個人住爺

個人住罰

個人住爺

個人住芽

個人住気

個人の車庫

工場増尉

個人住芽

個人住宅拡張

店舗

個人用物置

個人住昇

事務所・控室

農用倉庫建劇

店舗用駐車勝

共同住黛

事務所建築

公共下水道

倉庫建劉

公共下水道

個人住牙

共同住黛

宅地造剛

農用倉、

道路側淵

都市計画道隙

下水道工事

都市計画道間

確認調査(重

店舗

個人住難

確認調査(重

個人住黛

共同住司

確認調査(垂

駐車場

店舗建劇

確認調査(重

個人住芽

確認調査(重

確認調査(重

個人住宅(立）

司住差

調査地番

北黒蕊

曽々 ｦI

南黒蕊

平川端707-1

井上631-“

シノ194－10

井上

下鎌田646-2

下鎌田646-3

北黒佃

上黒田708

シノ198-4

金影610-5

皆広

橋本615

シノ192-1

上黒田

井上635-6

金影(ill-1llM

見田210-2

楠本

北黒田673-6

幸徳庵325他

シノ

下鎌田647他

皆広

楠本

見田

北黒田

見田

北黒田

見111210-1

橋本622

見田215-1

北黒田634一夏

皆広640-37

シノ20'1-1

見田217他

見田218-1.

シノ202-1

北黒田676-1

平川端705-且

井上635-

幸徳庵240

i-.6;5i-

lffl671-7

.U1167(

調査(開発)面罵

約2160㎡

(500㎡

(455㎡

約270(330)n

(250㎡

(370㎡

(400㎡

約19(80㎡)rr

約1,600㎡

559㎡

160(381)m

(230㎡

(150m'

(797㎡

約lOOn

298㎡

(165㎡

約l0On

1,450n

約30(363)rr

2,040㎡．』一

約900n

約230n

約300Ⅲ

約1,200㎡

1lOrri

Hit

約2,300㎡‐
詩

1.800it

10n

1,241it

約457Ⅲ

1.157it

590m

850ni

lOOni

500㎡

250ni

500ni

177ni

400㎡

250㎡

lOn

概略および備考

3箇所中2箇所が下之郷遺跡範囲内

調査時は吉身西遺跡

3条の環濠、

3条の環濠

満・土坑・流路、下之郷世跡範囲タ

土坑．ピッ’

下之郷過跡範囲タ

下之郷遺跡範囲タ

柱穴、満2多

3条の環濠、瀧、土坑、鳥形木製品

環濠

識

下之郷遺跡範囲外

3条の環濠、満、土坑、父の柄

土坑、満、掘立柱建4

溝、土坑、柱穴

瀧、土坑、柱宝

環濠、土坑、柱穴

土坑、柱穴

北側の環濠3芽

下之郷遺跡範囲タ

下之郷遺跡範囲タ

調査時は吉身西遺跡72次

3条の環濠と建物群、銅剣

溝、土坑、柱穴

土坑、柱穴

6条の環濠、壁立式建物、木佃

環濯

区画溝

｢報告書I」

3条の環濠と盾「報告書I.

環濠「報告書I』

高床建物と壁立式建物「靴告書I』

1条の環濠と壁立式建物「報告醤I

5条の環濠「報告書Ⅱ‐

4条の環濠「報告書Ⅲ‐

2条の環濠「報告書Ⅲ』

2条の環濠「報告書Ⅲ‐

2条の環濠「報告書Ⅲ‐

溝、柱穴「報告書Ⅲ

1条の環濠「報告書Ⅲ‐

溝、柱穴「報告沓:Ⅲ

環濠「報告書IⅡ



調査次数 調査年 種蕊 調査原因 調査地署 調査(開発)面積 概略および備毒

42 2000 1112 本掘・平面 宅地造成 上IⅡl田539-1 3,986ni 外周環濠の一部「報告書Ⅲ

4： 2000 1112 平而調査 確認調査(重 怖本615-3,. 60m 環濠「報告書Ⅲ

44 2000 1112 而調罰 確認調査(砿 井上632- 600ii 区画溝、大型掘立柱建物「報告脅IV

4（ 2001 HI-』 ‐111 眼 共同住宅 北黒田676-2, 580n 区画満、井戸「報告書Ⅳ

46 2001 1113 本棚 z而 宅地造成(重 久戸504- 約1,300(1,976)㎡ 外周環濠、壁立式住居＊本書に報告

47 2001 1113 平面 査 共同住宅(垂 上門田544- 860(約951)ni外周環濠の一部＊本書に報佳

48 2001 1113 共同住宅(重 上門田543- 650(991)n 外周環濠の一部＊本書に報告

49 2002 III! 平面調査 宅地造成(重 久戸507-1,』 約80(約982)㎡ 外周環濠の一部＊本書に報砦

50 2002 mi 平面調査 個人住宅(重 幸徳庵29（ 約20(959.97)㎡ ＊本書に報豊

5 2002 1114 平面調査 個人住宅(重 皆広676-2,5 174(580)㎡ 集落内、井戸＊本書に報催

51 2003 1115 平而/本棚 共同住宅(通 上門田546- 1,()9()ni 方形周撒墓

5： 2i: IU5 平面； 悪~’ 確認調査(重 皆広643-］ 約lOOOn 環濠の一部

54 2003 1115 平面『 |査 確認調査(重 皆広640- ]400㎡ 環濠の一部

55 2004 1116 平面 査 確認調査(重 井上631-5 〕700㎡ 建物、区画糊

56 2007 1117 平面『 査 個人住宅(重 金影610-4,-5 約200ni 環濠3身

57 2005 1117 平面i 査 確認調査(重 見田208- 約300㎡ 環濠の一部

58 2005 H17 平面 ﾘ査 確認調査(並 井上631 約1,200ii 建物、区画淵

51 2006 1118 平面 1蚕 個人住宅(重 シノ 354㎡ 環濠3条

6（ 2006 1118 平面『 i査 個人住宅(重 シノ 約300ni 環濠の一部

6 20OG 1118 発掘； 査 整備前調査 シノ204－1 約3.000ii 環濠6条、掘立柱建勅

62 2007 UK 発掘 査 整備前調譜 シノ201-1 4.288㎡ 環濠6条、杭跡ｲ＆

63 2008 H2［ 発掘； 査 整備前調劉 平川端701-3ｲI 約3,l()0n 環濠、i；

64 2002 H2〔 発掘； 査 宅地造成 平111690- 約500(2‘097)㎡ 環濠、大瀧ほか（正福寺遺跡で訓査

65 2008 H2C 平面調査 確認調査(重 平田690-1の一驚 約LOOOn 環濠、大瀧ほか（正福寺遺跡で調査

66 2008 H2［ 平面調査 個人住宅(重 金影60 約120m 環濠の一部

その後も遺跡内外で範囲確認調査を進めていくこととなっているが、大きくわけると2つの調

査成果が挙げられる。一つは、集落の西側で3条環濠の外方でさらに居住区と環濠が検出されたこ

と。もう一つは、集落内部で区画溝と大型建物が複数棟、配置されていることが判明してきたこと

である。前者については、平成12年度の確認調査（42次)で、これまで弥生時代の遺構がないと考

えられていた地点で環濠や住居、井戸跡などが検出された。さらに46次では、これまでの西側3重

環濠の外側約250mの地点で2条の環濠と内側で井戸や壁立式建物が発見され、3条環濠の外側に

も居住域が設けられていることが判明した。そして、平成L3年度に実施した47．48次調査でも環濠

の一部や通路などが確認されることとなった。これらの3重環濠より外側の環濠については、外周

環濠＝すなわち3重環濠帯を「内濠」と呼称するのに対し「外濠」という用語を使用し、同心円状

に二重構造になっている可能性が指摘できる。しかし、東側に立地する3重環濠に対し、別個の居

住空間を想定し分岐して囲んだ集落域とみる考え方も現状では考慮しておく必要がある。これまで

の調査成果をもとに遺跡全休の規模を考えると、東端から西端までの距離は約670m，南北が約460

mで面積はおよそ25haにもおよぶことが推定されるようになってきている。

そして、後者の成果については、27次調査で検出された南北溝に関連して、平成10年度に実施し

た32次調査で南北と東西に伸びる区画溝と壁立式平地住居が検出された。平成13年度に実施した44

次調査では、床面積が55㎡を超える独立棟持柱付大型建物が発見されるとともに東西に伸びる区画

溝が確認された。その時点での大型建物の集落内での位置づけは「首長が儀式やまつりをおこなう

場所」「集会所」「ムラ全体の共同倉庫」などの意見が出されるとともに、その建物は中心地域に方

－5－



形区画の北西一角に位置する建物の可能性が指摘された。しかし、その後、平成17年に実施した55

次調査では、44次調査で検出された建物のさらに北側で整然と方位を合わせて並んだ掘立柱建物が

3棟発見され、また平成18年度に実施した44次調査の南側（58次)でも方位を揃えて並ぶ建物と、

別の方位軸をもつ掘立柱建物などが5棟以上検出され、集落内部の建物構成は非常に複雑で、時

間経過とともに変容していく様が窺えるようになってきている。現時点までの集落中央部の調査で

は、建物の分布や構成をあらかじめ平面で把握する確認調査で止めているため、詳細な年代把握や

建物の構造、変遷は今後の調査で明らかにしていかねばならない。ただ、丸い環濠集落の中の一所

に四角く溝で囲んだ場所を設け、その内部に集落やその地域全体を体現するような建物を設ける、

いわゆる方形区画のモデル的な様相とは異なった空間が展開しているものと考えられるようになっ

てきている。
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図3下之郷遺跡と周辺遺跡（下之郷遺跡の環境と墓の位置）

（下之郷遺跡関連参考文献）

1990「野洲川下流域避跡群の構造」『守山市文化財調査報告書第38冊j守山市教育委員会

2001『弥生のタイムカプセル下之郷避跡」守山市教育委員会

2003『弥生のなりわいと琵琶湖－近江の稲作漁労民一」守山市教育委員会

2004「下之郷逝跡確認調査報告書I」守山市教育委員会

2005『下之郷遡跡確認調査報告書Ⅱ』守山市教育委員会

2005『守山市誌考古編』守山市誌編さん委員会

2006『下之郷遺跡確認調査報告書Ⅲ』守山市教育委員会

2007『下之郷逝跡確認調査報告書Ⅳ」守山市教育委員会
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Ⅱ調査成果
地区

1．第46次調査の成果

（1）調査地守山市下之郷町字久戸504-1,505-1,505-4,505

（2）調査期間平成13年5月23日～同年8月20日

（3）調査面積約1,300㎡

（ 4 ） 担当者川畑和弘

（5）調査経緯と方法

守山市下之郷町字久戸504-1,505-1,505-4,505-5番地の水田地

1,97693㎡について分譲宅地造成工事の開発申請があり、事前に試

掘調査を実施した結果、遺構が確認されたため、地下遺構に影響が

およぶ可能性のある道路部分について、原因者負担で発掘調査を実

施し、それ以外の開発地については、国庫補助事業による範囲確認

調査を実施した。今回の報告は、その範囲確認調査の成果部分を中

心に記載し、関連する遺構や遺物について説明が必要な部分につい

ては原因者負担による調査部分の図面も掲載することとした。

調査区（1､レンチ）の設定は、対象地の南東側からTA地区、

中央部をTB地区、残りの土地の南側をTC地区、北側をTD地区と

し、4つのトレンチを設けて調査をすすめた。このうちTB・TD地

5番麹

ル

TB地区

TD地

TC地屋

区については進入用道路建設部分にあたるため、本発掘調査を実施図4第46次調査区配置図

した。TA・TC地区については重要遺跡範囲確認調査扱いとし、平面的な遺構検出と測量、一部掘

削（断割り）調査に留め、調査後は地下に遺構を保存する区域とした。検出した遺構にはトレンチ

ごとに番号を付け、遺物の取上げを行った。

遺構検出作業は、重機（バックフオー0/1㎡）にて表層土（耕土）を除去した後、床土部分を除

去すると、ただちに黄灰色極細砂質シル1､土をベースとした遺構面が検出（地表約3Ocin下位）さ

れ、その後、重機と人力を併用して遺構の面的な広がりの識別、把握を進めた。

遺構の記載は、トレンチごとに検出作業を完了した後に平板測量で1/50縮尺の平面図を作成し、

検出された柱穴や溝状遺構の配置と、柱穴の規格や柱穴に充填された土砂の色調、粒度に注意しな

がら、あらかじめ遺構番号を与え、それぞれの関係性の把握にあたった。

SDR-4603 SDR-46G2 SDR-460

■－－－－－＝＝－ロー－一
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一
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一
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(縦スケール）

2m古墳時代の流路 弥生時代の大溝 弥生時代の大溝

図5第46次調査大溝等断面図

（※断面図位憧は図7による
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（6）検出遺構

TA地区

調査対象地の南東端に位置する調査区である。溝や

土坑、密度は高くないがピットが検出された。溝の一

部を断割って深さを確認する以外は、掘削調査を行っ

ていない。

SD4601

SD4602から枝分かれして、さらに北方へ伸びる溝

でTD地区において環濠(SDR-4601)に接合してい

るoipi.ii～1.5m、深さ約30cmを測る。

SD4602

調査区南隅から北へと伸びる溝で、ipuii～Loin，

深さ約30cmを測る。SD4601と一部で接合している。

TB地区

調査対象地の中央部に位置する調査区である。溝や

ピット、土坑状遺構が検出された。

SB4601

TB地区中央で検出された壁立式平地住居。直径30

cm前後の柱穴が直径約6mの円周上に配置され、その

内部には二本の支柱穴が確認できる。建物中央部を溝

が切込む形で掘られており全容は不明。

図6SB4601平面図
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SD4603

SB4601の西側で検出された小溝で、｜隔約20cmを測る。SB4601の側柱の外側約4mの間隔を空け

て円弧を描くように掘られている。壁立式建物(SB4601)に付随する周囲溝と推定される。

SE4601

TB区の中央部、SB1601の東側で検出された直径約170cm、深さ約150cmの円形の土坑状遺構で、

井戸もしくは、水溜め施設と考えられる。弥生時代中期後葉の土器細片が出土している。

TC地区

調査対象地の北西側に位置しTD地区に隣接する調査区で、溝（環濠)、士坑、ピット等を検出

した。今回の開発では、遺構の破損が無いため、溝の一部を断割って深さを確認する以外は、掘削

調査を行っていない。

SD4604

調査区南西から北東へと伸びる小溝で、Ipiii20cm，深さ約10cm，断面U字形をしている。SD4601

と切り合い関係を持つが、新古関係は明確に出来なかった。

TD地区

調査対象地の北東側に位置しTC地区に隣接する調査区で、溝（環濠)、士坑、ピット等を検出し

た。今回の開発で遺構の一部が損傷する可能性があるため発掘調査を実施した。

SX4601

調査区東隅で検出された不定形な土坑状遺構で、長径が約6m、短径約3mを測る。周囲には方

形に小溝(SD4604)が配置されている。

SD4605

不定形土坑(SX4601)を四角く囲むように掘られた小溝で、井戸跡(SE4602)が切り合う様に

検出されている。井戸に付随する溝の可能性もある。時期は出土した土器から弥生時代中期（Ⅳ

期）後葉に比定される。

SD4606

SDR4603の北岸に沿うように掘られた小溝でI偏約1.5m、深さ約20cmを測る。溝は、砂に覆われ

た状態で検出された。北岸には丸小杭が列状に打ち込まれた痕跡が確認された。時期は出土した土

器からSDR4603の上層大溝と同様、古墳時代前期に比定される。

SD4607

SDR4603の北岸約7mの間隔を空けて並んで掘られた小溝で、Ip扇約1m、深さ約15cmを測る。

出土土器が乏しく時期は判然としない。

SE4602

平面形状は円形で、井戸口直径約110cm、深さ約170cmの素掘り井戸。下層から用途不明木製品や

破損した鍬身とともに弥生時代中期後葉（Ⅳ様式前半代）の土器が出土している。

SDR4601

調査対象地の北側で検出された3条の大溝の一番南側の大溝。iplii4m、深さ1.7m、断面形状V

字形をしている。溝底には粘土の沈水堆積と植物遺体の緩やかな水平堆積が認められる。出土した

土器の量は、上～中層よりコンテナ約1箱分程あるが、下層遺物は少量である。出土遺物の年代は

Ⅳ様式中葉で、前葉に遡るものは少ない。

－9－



SDR4602

幅4m，深さ1.5m、断面形状U字形をしている。溝底には粘土の沈水堆積と植物遺体の緩やか

な水平堆積が認められる。出土した土器の量は、下層より壷小片が数点採取されたのみ。出土遺物

の年代はⅣ様式中葉である。

SDR4603

II5m、深さ1.6m，断面形状は緩やかなU字形をしている。溝の埋積は大きく2時期ある。下

層は植物遺体と砂が互層になって堆積した自然流路があり、それをトレースするように上層の大溝

が流れている。SDR4601やSDR4602とは堆積状況が大きく異なる。出土遺物については、上層の大

溝より古墳時代前期に相当する古式土師器（布留式）が大量に出土している。下層の流路からは年

代を決定するにたる土器の出土は無い。

（参照:2004『下之郷遺跡42．46次概要報告書』守山市教育委員会）

（7）小結

第46次地点で得られた調査成果を整理すると以下の点が留意される。

1．調査区の北偶で検出された3条の大瀧のうち、少なくとも2条は弥生||寺代中期後葉（Ⅳ期中葉〉

に掘られていることが確実である。

2．検出された大溝3条を挟んで南東側には住居跡や井戸跡が検出されていて、弥生時代中期の集

落（居住域）が広がっていることが確実である。また、今のところ3条を挟んで北西側では、

集落関係遺構が検出されていない。

3．検出された住居形式は、ニノ畦・横枕遺跡や播磨田東遺跡で一般的に確認される竪穴住居とは

異なり、これまでの下之郷遺跡の調査で確認されている円形壁立式建物に共通するものである。

4．今回の46次調査では、既に判明していた3条環濠（23次）の西外側約250mの地点で新たな環

濠を検出した。現時点では、この地点が下之郷遺跡の最北西端に位置するものと考えられる。

42次調査で検出されている大溝（条濠）も考慮に入れて、遺跡の広がりや集落構造を見直す必

要が出てきている。
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図8第46．47．48．49次調査位置図
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2．第47次調査の成果

（1）調査地守山市下之郷町字上門田544-1番地

（2）調査期間平成13年10月L2日～同年12月7日

（3）調査面積860㎡

（4）担当者川畑和弘

（5）調査経緯と方法

守山市下之郷町字上門田の水田地951.62㎡について共同

住宅建築工事の開発協議があがったため、事前に確認調査

を実施し、地下遺構の状態把握にあたった。

調査は短冊形の対象地の長辺中心線を軸に左右2分す

るように分割して調査を実施した。遺構を平面検出した

結果、調査区のほぼ中央部から西側に向けて大溝や士坑、

柱穴が検出され、中央部から東側にかけては、遺構が希薄

であることが判明した。共同住宅建築工事については、当

初、敷地中央部に建築予定であったが、確認調査の結果を

踏まえて協議を行ない、遺構の希薄な東側に計画変更し

て建築されることとなった。また、上下水道の設置につい

ても遺椛面上位にとどまる形となったため、基本的には地

下遺櫛の損傷は最小限に止めることができた。遺椛の調査

は、対象地の東辺部の擁壁工事部分について原因者負担で

発掘調査を実施し、それ以外については、国庫補助事業に

よる範囲確認調査を実施した。今回の報告は、その範囲確

認調査の成果を中心に記載することとした。

（6）検出遺構

調査対象地の中央部から西側にかけて大溝や溝、土坑、

柱穴などを検出した。

SD4701

幅約4m，深さ1.5m，断面形状緩やかなV字形を呈す

る大溝で南東から北西に向けて伸びている。東側先端は、

かけ上がって浅くなりSD4702と小溝でもって接合してい

る。大溝SD4701の堆積状況は、大別すると1～6層は大

溝が機能を失い、陸地状となった時点で雨水や氾濫により

運ばれてきた土砂の可能’性があるもの。7～9層について

は、環濠が水を湛えていた状況で土砂が堆積したものに分

けられる。堆積状況をさら詳しく観ると以下のとおりであ

る。上層1～3は、灰色系の極細砂質土が充填しており、

出土土器の小砕片より古墳時代前半期に埋もれた可能性が

ある。4～5層については、褐色系のシルト質土によって

－12－
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なる。6層は、地山ブロック（偽牒）を含むシルト質土で大溝の縁、北側の土砂が崩落もしくは人

為的に埋められた可能性のある土砂7層は水中での堆積土砂で丸太や材、有機物を含む灰色系粘

質土である。8層は黒色系の有機質土で植物の葉が少量含まれている。9層は有機質がほとんど含

まれてない灰色系粘質土からなる。以上の観察から大瀧の堆積物には砂によって構成される堆積物

は認められず、流速をもって水が流れている状況は想定できない。また、70～100cm程度の水深

をもった大溝であることが堆積状態からうかがえる。出土遺物は少量であるが、弥生時代中期後葉

(Ⅳ期前葉）の土器が出土している。

SD4702

調査区南から北へと伸びる溝で、南側で2筋のものが北側で1筋になっている。北隅においては

||肩約1m、深さ約20cmを測る。堆積土には一部で砂質土が含まれていて、水が流れていた痕跡とも

いえる。出土遺物はない。

SK4701

調査区中央北隅で検出された不定形な士坑で径約60cm、深さ40cmを測る。出土遺物はない。

SK4702

調査区北側で検出された土坑で、2つの土坑もしくは柱穴が重複している可能性がある。径約90

cm、深さ20cniを測る。出土遺物はない。

その他

調査区北西隅、大溝(SD4701)の北岸地域には多数のピットが検出されている。平而検出で止

めたため、深さなど詳細は不明だが、建築物に伴う柱穴などではなく、杭などの痕跡の可能性が高

い。
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SD4702 SD4702

宮－1 93．

1黄灰色2.5Y5/1シルト質粘土
2灰色5Y5/1シルト質粘土

1黄灰色2.5Y5/1極細砂シルト

2灰オリーブ5Y6/2シルト質粘土

SK47Q

黄灰色2.5Y4/1極細砂混じりシルト

褐灰色10YR4/1シルト質粘土（炭少量含む1m1灰色5Y5/1シルト混じり極細砂

2暗灰黄色2.5Y5/2極細砂混じりシル.f
3にぶい鷲色2.5Y6/3シルト質極細砂

黄灰色25Y4/1極細砂混じりシル

灰オリーブ5Y6/2粘質シルト
灰白色5Y7/2粘質シルト

図11第47次調査関連遺構断面図

（7）出土遺物

今回の調査では、遺構の平面検出と一部断ち割り調査によるもので、掲載できた出土遺物は大溝

(SD4701)出土の弥生土器4点と石製品1点にとどまる。

土器（47001～47004）

大溝(SD4701)出士の弥生土器4点は、蕊の口縁部破片である。いずれも第1口縁からやや外

方に第2口縁を立ち上げる在地系受口斐で、第2口縁外面には全体に斜ハケを施し、ナデ消しや施

文は観察できない。畿内第Ⅳ様式前葉に位置づけられるものである。

石製品(47001s)

47001sは、扇平で小型の打製石錐で、サヌカイト製と判断される。

47001‐0

図12第47次調査出土遺物実測図

表2出土土器観察表（第47次調査）

手法的特徴

内外面ともにナデ仕上I

表3出土石製品観察表（第47次調査）
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3．第48次調査の成果

（1）調査地守山市下之郷町字上門田543-1番地

（2）調査期間平成13年II月30日～同年12月28日

（3）調査面積650㎡（991㎡）

（4）担当者川畑和弘

（5）調査経緯と方法

守山市下之郷町字上門田の水田地991㎡について共同住宅建築工事の開発協議があがったため事

前に試掘調査を実施した結果、遺構が確認されたため、地下遺構に影響がない工法が無いか検討し

た結果、建設位置を一部変更し、造成地盤の改良法を変化させることで協議がまとまり、地下遺構

の保護が可能となった。したがって、調査は遺構の一部を断割り調査するにとどめ範囲確認の後、

記録を取り、埋め戻し調査を終了した。

（6）検出遣構

調査対象地の中央部から西側にかけて大溝や溝、士坑、柱穴などを検出した。

SD4802

幅約60cm，深さ約20cm，断面形状緩やかなU字形を呈する2条の並行する小溝が南から北に向

け、一部接する状態で伸びている。堆積土には細砂が含まれ、流水に起因するものと判断される。

また、左岸に位置するSD4803と小溝をもって連接しており、南から流れてきた水をSD4803に導き

入れていた可能‘性がある。隣接地調査のSD4702の延長部分にあたる。

1灰色5Y5/1粘砂混じり極細砂

2灰色5Y5/1極細砂まじり

1m

1灰色5Y5/1粘砂混じりシル
2灰色5Y4/1粘質シルト

図13SD4802遺構断面図

面

一一一:

1黄灰色2.5Y5/1シルト混じり細砂（粗砂）
2灰色5Y5/1粘質シルト

3黄灰色2.5Y5/1粘質土

4浅黄色2.5Y7/3

SD4803

幅約3.5m，深さ約loOcm，断面緩やかなV字形を呈する溝状遺構である。南東端は、緩やかに駆

け上がり途切れ、先端部にはSD4802と小満でもって接続している。北西端もその北側に位置する

SD4804と約3.5mの間隔を空ける位置で途切れている。土砂の堆積状況を図11から説明すると、l

～3層は、灰色系の極細砂土からなる。4～7層は、褐色系の極細砂土で地山ブロック粒土が含ま

れている。大溝際の盛土だった可能性もある。8～9b層については湿地状の堆積でシルトを主体

とするもので、有機質の分解したものが一部含まれている。9c層よりII層（最下層）までは水中

で沈殿堆積した土砂で、有機質や木材混じりの粘質士を主体としている。出土遺物には、下層より

弥生時代中期後葉（Ⅳ期前葉～中葉）の土器が出土している。

SD4804

幅約2.5m，深さ約120cm、断面U字形を呈する大溝である。南東端は、短く屈曲する状態で途切

れ、先端部はSD4803と約3.5mの間隔を空けている。この間隔は通路や出入口となっていた可能性

がある。周辺には、柱穴や杭跡も確認されている。南北に直線的に伸びる大溝は、「く」の字状に

折れ、北西へとさらに伸びている。出土遺物には、弥生時代中期後葉の壷、蕊の破片と扇平片刃石

斧がある。
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SD4803

1a

lb

2a

3a

4a

5b

6b

7b

8b

9b

9c

lOb

lOb'

11b

llb‘

オリーブ灰色2.5GYシルト質粘土〈有機質が含まれる

オリーブ黒色5Y3/1植物分解土
録灰色5GY5/1シルト質粘質土（有機質混じり）

15青灰色10BG5/1有機質混じり細砂質シルE丙
16灰色5Y5/1有機質混じり細砂質シルトZ
17緑灰色7.5GY6/1シルト混じり細砂

オリーブ灰色2.5GY6/1極細砂く竹間＞

黄灰色2.5Y6/1極細砂混じりシルト
暗灰黄色2.5Y5/2極細砂混じIノシルト

黒褐色10YR4/1極細砂混じりシルト
褐灰色10YR4/1極細砂混じりシルト
黄灰色2.5Y4/1シルト質極細砂
灰黄褐色10YR4/2シルト質極細砂
暗灰黄色2.5Y5/2シルト混じり極細砂

暗灰黄色2.5Y5/2シルト混じり極細砂
灰色5Y4/1シルト質粘土

黄灰色,2.5Y4/1シルト質粘土（炭化物含む）
暗灰黄色25Y5/2シルト質極細砂

オリーブ灰色2.5GY5/1有機質混じり粘質土（分解進
灰色7.5Y5/1有機質混じり粘質土（分解進む〉

黄灰色2.5Y4/1シルト混じり有機質土（雁植土）
灰オリーブ5Y5/2有槻質混じり粘質土

オリーブ黒色5Y3/1シルト混じり有機土（植物分解ゴ
オリーブ灰色,5GY6/1有機質混じり粘質±
青灰色5BG6/1粘質シルト
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灰色5Y6/1シルト質極細砂

黄灰色2.5Y5/1シルト質極細砂

褐灰色10YR4/1極細砂混じりシル;‐

暗黄灰色2.5Y5/2極細砂混じりシルミー

（炭化粒混じる）
灰オリーブ5Y5/3シルト

灰色5Y6/1シルト

灰オリーブ5Y6/2極細砂混じりシル昌

緑灰色7.5GY6/1極細砂混じりシルト

青灰色5BG6/1シルト

8b，ノー

92.5m

黄灰色2.5Y6/1極細砂混じりシル昔
黄灰色2.5Y5/1極細砂混じりシルz
黄灰色2.5Y5/1シルト
褐灰色10YR4/1シルト

灰色7.5Y5/1シルト質粘土
(有機質分解）
オリーブ黒色5Y3/2シルト質粘土
(有機質多く未分解）
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オリーブ灰色5GY5/1シルト質粘_L
オリーブ灰色2.5GY5/1粘土
(有機質少し混じる）
緑灰色7,5GY6/1粘質土
青灰色5BG6/1シルト質粘士

黄灰色z5Y4/1極細砂混じりシルト

暗灰黄色2.5Y5/2極細砂混じり粘質±
灰黄色2.5Y6/2極細砂混じりシルト
灰色10Y5/1シルト
オリーブ灰色2.5GY5/1シルト質粘土〈有機質分解）

ｆ

帥
恥
、
州

SD4804

SD4804

』
92．5m 92‘．5 m

黄灰色2.5Y5/1極細砂混じりシルト

暗灰黄色2.5Y5/2シルト質極細砂

オリーブ褐色2.5Y4/3極細砂混じIノシルト
灰オリーブ5Y5/2シルト

オリーブ黄色5Y6/3極細砂混じりシルト

褐灰色10￥R4刺一極細砂混じ」)シル.谷

黒褐色10YR3/2極細砂混じりシル串

灰黄褐色10YRY4/2シルト質極細砂
褐灰色10YR5/1極細砂混じりシル岸
黄灰色2.5Y5/1極細砂混じりシル:、

灰茜色2.5Y6/2シルト質粘土

}炭化粒含む
1m

図14第48次調査関連遺構蹄面面
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（7）出土遺物

今回の調査では、遺構の平面検出と一部断ち割り調査によるもので、掲載できた出土遺物は溝状

遺構(SD4803)出土の弥生土器5点と大溝(SD4804)出土土器2点、石製品1点にとどまる。

土器（48001～48007）

48001.48002は、受口状口縁をもつ壷の口縁部で外反して立ち上がる第1口縁に2孔1対の穿孔

があり、蓋をもつものである。48003～48005は受口状口縁斐で、48004は、第2口縁外面を斜ハケ

した後に、口縁先端部をつまみナデ消しを施しており、Ⅳ様式前葉よりやや後出の要素をもってい

る。48006は細頚壷の一種で、口縁外面と頚部に列点文を施している。48007は受口状口縁蕊の口縁

部で、第2口縁外面全面に斜ハケを残している。

石製品(48001s)

48001sは、小型の扇平片刃石斧の破損品である。

夢 講
"'48005

. …企卓ご＝

、言ﾐﾐ露っ､州’ =喜一

／
"""”、

一幸

”'"トー

48006

－言

20cni

図15第48次調査出土遺物実測図

表4出土土器観察表（第48次調査）

表5出土石製品観察表（第48次調査
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4．第49次調査の成果

（1）調査地守山市下之郷町字久戸507-1,507-4番地

（2）調査期間平成14年1月8日～同年1月28日

（3）調査面積約80㎡（約982.47㎡）

（4）担当者川畑和弘

（5）調査経緯と方法

守山市下之郷町字久戸507-1,507-4番地の宅地982.47㎡について

分譲宅地造成工事の開発の申請があがり、協議をした結果、遺構を

傷めない工法で造成をおこなうこととなり、調査種別を範囲確認調

査とし、進入路部分について事前に筋状トレンチ掘りの調査を実施

した。その後は擁壁工事の立会調査を実施した。

（6）検出遺構

調査を実施したのは、対象地の西端の進入路予定部分約50㎡で、

大溝や柱跡等を検出した。

SD4901

幅約2.5m、深さ約80cm、断面形状逆台形を呈する溝で南から

北に向けて伸びている。溝の堆積は灰色系の極細砂質土を主体

とする。出土遺物には、弥生時代中期後葉の土器が出土している

(49001.49002)。

SD4902

I隔約3m，深さ約60cm，断面形状緩やかなV形を呈する溝で南

から北に向けて伸びている。溝の堆積は灰色系の極細砂質土が上層

に、褐色系のシルト質土が中層、下層は灰色系の細砂や極細砂に

よって埋もれている。出土遺物には、古墳時代前半期の土器が出土

している。（49003～49009)。

SD4903

幅3m以上、深さ約80cm、断面形状緩やかなU字形を呈する溝で南

から北に向けて伸びている。溝の堆積は灰色系の極細砂質土を主体と

している。出土遺物は上層より土師皿が2点出土している。しかし、

下層溝からの出土遺物は無く、溝掘削時期を限定するには至っていな

い。堆積状況から勘案すると第46次調査で検出されている弥生時代中

期後葉の大溝の延長部分である可能性もある。

（7）出土遺物

今回の調査で出土した遺物で図示できたものは、土器11点と石製

品1点である。そのうちSD4901からの出土遺物は土器2点(49001,

49002)、SD4902からは土器が7点(49003～49009)、SD4903か

らは土器が2点(49010,49011)と石製品1点(49001s)を数える。
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SD4901

LL一一一一茎』Z－－－』L V寧一

一

灰色5Y4/1細砂混じり極細砂

(小磯混じり）

灰色5Y5/1旧耕土細砂混じり極細砂

灰オリーブ5Y5/2シルト混じり極細砂
灰色5Y5/1シルト混じり極細砂

(地山ブロック）
黄灰色2.5Y5/1シルト混じり極細砂

灰黄色2.5Y6/2極細砂混じりシルト

灰色10Y5/1極細砂

オリーブ灰色2.5GY5/1シルト質粘土
灰色7.5Y6/1粘質土
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3黄灰色2.5Y5/1シルト混じり極細砂

3a褐灰色10YR5/1極細砂混じりシルト

3b黄灰色2.5Y5/1極細砂混じりシルト

4a灰色2.5Y4/1粘閥シルト（有捜質混じり）
5黒色10Y2/1シルト賀極細砂（土器小片あり

6暗灰色N3/一シルト

7灰色細砂混じり極細砂（木片あ藩

8灰色7.5Y4/1細砂混じりシルト

9明オリーブ灰色5GY7/1粘土

10緑灰色7.5GY6/1シルト

11緑灰色10GY5/1シルト質粘土
12青灰色5BG5/1粘土

1 m

SD4903

_」L
945m

－ －k －

94．0m

93.5m

ー __一

93．0m

l灰色10Y4/1極細砂混じり細砂
2黄灰色2.5Y5/1シルト混じり極細砂

3灰色5Y5/1極細砂混じりシルト
4黄灰色2.5Y5/1極細砂混じりシルト

5褐灰色10YR4/1極趨砂混じりシルト

暗灰満色2.5Y5/2極細砂混じりシルト

褐灰色10YR4/1極細砂混じりシルト
灰オリーブ5Y6/2極細砂混じりシルト

図17第49次調査関連遺構断面図
1m
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表6出十十器観察表（第49次調査］

表7出土石製品観察表（第49次調査）
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実測番顎

挿図
写真図H

49Ⅸ)1

例1，
剛版1

49()O：

図18

図版十ソ

‘19()()：
側18

図版十プ

49冊41

側18
図版十プ

’1”f
間18

図版十プ

49冊6

図18
図版十ブ

７
８

州
卿

図版十プ

‘19008

図18

図版十プ

‘19()()（

INll8

図版-1.〆

4901(）

図18

図版十・プ

49011

図18

図版十プ

器種

商坪

小3

九底捌

小、

丸底fl

小生
ﾒ1J斑捌

土師淵
小Ⅲ1

土HlIi

小皿

調査区

TA

(I)

TA

(1）

TA

(1）

TA

(1）

TA

(1）

TA

(1）

TA

(1）

TA

(1）

TA

(1）

TA

(1）

TA

(1）

遇淵

SD‘190

SD』190

SD4902

SD4902

SD4902

SD4902

SD4902

SD4902

SD4902

SD4903

SD4903

層位

中崩

中脳

砂届、I
脳の下

砂層の下

砂層の:ざ

砂賜の:､

砂刷の下

中胴

砂陥の下

上陥

上脳

法日

口佳：不Iﾘl
災存高；5.5cm

口髭：l‘1.0cn

独存向：2．()c、

口従：11.()cⅡ
弧存耐：7.8c、

口掻：120伽
強亦商：9.8“

口径；】2．
孤存商；】‘1．

、
、

４
０

脚底従：
残存斑：

110m】

65画

口徒：7.8函

幾存獅：5.6m

【－1樋：l0o0cn1
残存商：5.6"’

口慌：不IﾘI
強亦陶：‘1.5cm

口後：82CII
勝商：M“

1ｺ極：82伽
器商：1．‘1c、

形態的特微

外反する錐1口縁からほぼ垂

直に鮒2口緑を立ち上げる．

外反する館1口縁からほぼ垂
lⅢに鮒2口縁を立ち上げる雪

外反する口縁部が途中でわず
かに角度を変え立ち上がるた
め、槻合口線状を呈する。端
部は外欄につまみ出し、水平
な而をなす。

)iIが眠る休部。短く外反する
口縁部が外而に肥厚し、途中
で角没を変えて立ち上がり複
合ロ緑状を呈する。端部は外
側につまみ出す

体部艇大徳は中位よ')上。帯
や内謝する「<」字状口縁。
端部は内閲に肥厚し内傾すだ
凹面。

円錐状の脚住部から岨折して
据郎が大きく側<‐

口縁郁は短く外上方に聞き‐
蝋郁は内湾気味におきめるｰ

口縁部は外上方にのび、端部
は凡くおさめる‐

休部からやや内湾ぎみに屈IⅢ
するロ緑を立ち上げる

庇部から口緑部にかけて内謝
気味にI'llき、端部は尖り気味
にお誉める

庇郁から1.縁部にかけて内情
気味に11Mき、蝋部は尖り気味
におさめる！

手法的特微

鋪1口縁内面に列点文を力
す。

口縁鵜部に部分的にキザミ

体部外而はハケ、ナデ、I
押さえ。内而ケズリ､ナデ
口縁部内外而とも横ナラ

外面休部ケズリ。洞部ノ
ケ。内而頚部から体上位I
かけて術オサエの狐跡をダ
す（接合狼)。rl縁部内タ
面ともナデ。

外而休部斜めハケ。刑部I
さらに横ハケ。内面休部I
ケズリ、ナデ。I署1縁部内タ
面とも柵ナラ

外面ミガキ内面術オィ

エ、絞り拠。（柱状神人

外面休部術ナデ、術才斗
エ。口縁眺柵ナデ。内而［
縁部横ハケ、術ナラ

外面口縁部枇ナデ。内l肌
縁部ハケ。休部ハケ、指引
デ、術ｵ･サユ

外而1
口縁I
デ。I

lケズリ、ミガキ。

ガキ。内而休部弓
I部ハケ、ミガキ。

色調/胎土/焼威

色鯛：〈内)7.5YR8/I
(外)7.5YR7／

胎上：1.5値､火までの石粒を多く含t
焼成：良Al

９
脚
・
一
ｌ

色
胎
焼

色捌：（内)5YR7/（

(外)5YR71スス付淵
胎土：1.()m､大の石粒を含亨
焼成：良&1

色倒：（内）1()YR8／
(外）lOYR6/3スス付う

胎土：まれに大粒の石粒を含ミ
焼成：良側

色潤：（内)2.5YR7/I

(外)7.5YR8/2スス付ヨ
胎土：まれに大粒の石粒を含；
焼成：良hl

；
］
一
胸

色
胎
焼

即
Ⅱ
『
一
脚

色
胎
焼

ａ
側
釧
Ｊ
９
〃

色
胎
焼

色綱：（内)頑YR8/3（外)7.5YR8／

胎土：淵』
焼成：良h

M：5YR7/6

上：淵良
に：良好

7.5YR7ノ
■
且
少
“
釣
伽
諌

柵
良

うYR7/6

l“大までの石粒を含I
艮凹

lOYR8／

1m大の石粒を多く含t
良A

(内i)10YR82(外)10YR8
１
４

冊
良

り!)75YR5II外)5YR6/‘
'm大までの石粒を念（

備考

口縁部1/8

口縁部若干

口縁部l/‘1～

体部若:‐

口縁部】/7へ

体部

口縁部l/4－

体部

脚部2/3

口緑郁l/2－

体部

口縁部l/2～

休部

頚部～体部完

lllll／3

皿l／4

実測番f
挿図

写真図胤

１
８

皿
即

図I坂十プ

器荊

砥石

謂査区

TA（I

週構

SD4902

雁世

砂脚

石税

砂岩

最大長

(、）

最大頓

(”）

最大厚

(伽1

1781

１
９

璽
く
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5．第50次調査の成果

（1）調査地守山市下之郷町字幸徳庵

289,290番地

（2）調査期間平成14年3月26日

（3）調査面積約20㎡（959.97㎡）

（4）担当者川畑和弘

（5）調査経緯と方法

守山市下之郷町字幸徳庵289,290番地の民間宅

地（95”7㎡）において家屋の改築工事が行われ

ることとなったため、事前に試掘調査を実施する

こととした。調査の結果、地下約1.,2mの位置で

旧地表面が検出され、土坑やピット、溝などが確

認された。今回検出された遺構検出面の高さと家

屋基礎の掘削深度を比較した結果、地下遺構の破

損などは無いと判断されたため、検出遺構の記録

を済ませた後は、埋め戻し旧状復旧をして調査を

完了した。

（6）検出遺構

調査を実施したのは、対象地の西端の建築予定

部分を、バックフォーにて開堀（約30㎡）し遺構

面を検出した。遺構密度は非常に高く、ピットや

士坑、溝が切り合い、重複する状態で検出され工・ﾘL，（・s刀閣yjリ〆画~v，、旦圭m9o4人ﾉ芭ミビ1火i工Iご別し 図19第50次調査位置図

た。いずれの遺構も掘削を行なっていないため、詳

細な年代は不明であるが、充填する埋積土はいずれも灰色砂質土で、中世以降のものと推定され

下之郷遺跡の北辺に位置する隣接する播磨田城遺跡に関連する遺構と考えられる。

今回の調査では、弥生時代中期の環濠集落と関連する遺構は、検出されなかった。

や
一

一

T
一
一
〒

－－』．
■』

|卜
○ 首ノ

？耳』

||－ 計|I

--1|’

||－ _L
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一
一

凸

■

一

一

5 m

L
図20第50次調杏全体図
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6．第51次調査の成果

（1）調査地守山市下之郷町

字皆広676-2,5番地

（2）調査期間平成14年II月5日

～同年11月9日

（3）調査面積174㎡

（4）担当者川畑和弘

（5）調査経緯と方法

第51次調査は、環濠集落の内部、

南西側に位置する宅地部分にあた

る。下之郷町在住の南出稔氏より個

人住宅の改築の申請があがり、基礎

工法について地下遺構の保護につい

て協議した結果、一部土壌改良が行

なわれる以外は、地下に遺構が保存

されることとなった。建築工事に合

わせて確認調査と立会調査の実施に

協力を頂いた。

現地調査では、地下遺櫛の平面的

な分布状況を把握することを目的

に、重機にて表土（造成土と旧耕作

土）を除去した後、人力と重機を併」一ノーGI刀弓エヘレノ ーー l父 、ノ 理ノ JL 一筆 ‘l 残一 色I 刀一
図21第51次調査位置図

用して遺構面を検出した。今回の調

査では、遺構の把握を主眼としたため、断ち割りや掘削調査は一部に止め、記録をとった後は、埋

め戻し現状復旧して調査を終えた。

（6）検出遺構

地表から約30cm地下で黄灰色シルト質士の遺櫛検出面が確認され、士坑、溝状遺構、井戸跡、柱

穴などが密集して検出された。

SD5101幅約40cm，深さ約20cm，断面U字形を呈する溝で、北北東から南南西に直線で伸びている。

SD5102幅約80cm，深さ約30cm、断面U字形を呈する溝状の遺構である。

SD5103幅約60cm，深さ約20cmを測る溝で、西北西から南南東へ直線で伸びている。

SD5104i|偏約50cm、深さ約15cmを測る溝で、西北から南東へ伸びている。

SK5101調査区西隅に位置する長円形の土坑で、長径約12()cm、短径約80cm測る。

SX5101調査区東側で検出された円形の遺構で、直径約120cm測る。掘削していないため詳細は

不明。

SX5102調査区東側で検出された円形の遺構で、直径約120cm測る。掘削していないため詳細は

不明であるが、ボーリングステッキを使用して地下の様子を観察した結果、1111以上掘

られていることが判明し、また堆積している土壌状況から井戸跡の可能性が高いことか

－22－



判|断された。

SX5103(SX5104)SX5102に近接して掘られた円形の遺構で、直径約120cm測る。未掘肖

め詳細は不明である。

SX5105調査区中央西側で検出された隅丸方形の士坑状遺構で、直径約llOcmを測る。

SX5106調査区西側で検出された隅丸長方形の土坑。長辺約llOcm、短辺約50cmを測る。

未掘削であるた

SK510-1

蟻 蕊
印4t｛gX5SX5106

喝
。

5103

SX5105SX5105SX5-◎ o c さ

愛も巳欲． o9c
0

◎。｡ P17

Tj

SX5103
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0
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図22第51次調査全体図
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表8出土土器観察表（第51次調査）
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実測番号
挿図

写真図版

51Ⅸ)1

図23
図版十七

51(､2

図23
図版十七

51Ⅸ)2

図23
Ⅸ1版十七

51()()‘｜

Ⅸ123

図版十七

51005

脳123

図版十七

51ⅨX

図23

図版十八

器矛

錘

亮

一

一
也
醜
一

調査I

TA

(1）

TA

(1）

TA

（1）

TA

(1）

TA

(11

TA

(1）

遇イ

SD5103

SD5103

SD51(脚

SD51“

SD510

SX51()1
～5101

層位

上術

法量

口i
娩存I

11径：不1M
残作間：2.1Cl

11挺：不似
残存商：3.7じ’

口筏：不lﾘ1
曲存間：3.5c】

口径：不剛
残存高：2．1に’

口径：190cm
幾存商：2.3cm

形態的特協

外反する第1口緑から外餓す
る弟2口縁を立ち上げる

外反する第1口縁から大きく
外顔する第2口縁を立ち上げ
る，

外上方に伸びる口緑が刈庇を
変えて立ち上がる

外反する鋪1口緑から外傾す
る鋪2口縁を立ち上げる

緩やかに外反する鋪1口緑か
らほぼ垂直に第2口縁を立ち

上げる！

短く外反して鎧部はやや肥鰍
し而をなす‘

手法的特3

内nil棚ハケ。

内伽仙ハケ

外Iii輔11鼠1縁縦、斜めハケ。第
2，緑仙ナデか内而ナデカ

鮒li-1雑外､i斜めハケ、内1m柚
ハブ

雛I口維内而に列点萱

外而斜めハケを亜ねた後、頚部
に櫛描【従線文。内1mナデ。描而
上、下端にキザミ！

色鋼/胎土/焼同

色融
胎土
焼殿

色調

胎土

焼成

色認

胎土
焼1J

色調：（内)75YR8卿
(外)摩滅l()YR6／

l胎土：1皿大までの衡粒を多く含む
焼 成 ： 良 好

‐
‐
‐
‐
ｌ

色
胎
焼

摩滅lOYR7/1

l皿大までの石粒を多く含む
良好

5YR5/2

1”大までのｲi粒を多く含む
良癖

ﾑﾘ）7.5YR8/：
'卜)7，5YR7/：

叩大までのｲj粒を多く含t

勺)7.5YR8/』
Iﾄ)lOYR8/2
ml大までの石救を合I

勺)75YR6/｜
'I)7.5YR6/【
団大までの石粒を含t

備考

口縁部岩干

口縁部l/8

口縁部l/6－

休部若弓

口緑部l/6－

頚畠

口縁部1/6～

甑郁

n縁部l/6－

体部若干
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51(X》7

側23

図版十八

51008

図23

I測版十八

51009

図23

図版十ﾉミ

51010

Ⅸ123

図版十兵

51()1

画23

図版十八
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回23

図版十八
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１
蟹
０
１
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図版十上
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図鰯
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図版十七
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図23

図版十一上
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図23

図版十七
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図23
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図版十七

１訓
濁

肋
削

５
１

間版十t

51031

岡23

図版十七
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亮

尚月；
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■
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壷

ｂ
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Tj

(I

T/

(I
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l」篠；イ：明
残仔揃さ2.3“

11緑；13.()伽

弧〃冊：2.6cⅢ

11従；11．6cm
孤仔商：5，5cm

I:1径：10.(胸

残存商：‘15cm

、径910．6“
残が商：3.7m

11径：120cm

残存商：､1.6卿

11砿：17.5cm

強仔商：3.2cm

'.】能；21‘5cIn
1存尚；3，lcn1

I冒Ii豊：綱ﾘl
災存高？3．1cm

n径：イ副ﾘﾘ
硯仔海：3q皿

口碓：不明
残存伽：22m

11艦：不明
磯存価：3J1m

口慌：不lﾘI
幾存刑：3．‘1cm

口艦：19｡()cm
残祥庇：4.lcn’

口陛：不Iﾘﾘ
残存商：1.8t、

口径：19‘6cm
残存庇：48に、

口径：不1ﾘi
残作間；44m

11総：不Iﾘl
腿作間：2.7畑

脚庇碓：l20cn】
残仔研：2.6cⅢ

脚底径：7.6伽
拠が庇：7.2cm

脚庇径：

典存高：7穴、

口篠：不明
狐〃斑：L5cm

il徒：不Iﾘl
孤作応：3＄1cm

川縫：不lﾘI
拠存商：2,7"’

｢1様：不iﾘl
残が応：2BCm

能：不明

〃例：2.9cm

煙く外反して端部は内外に肥
媒し、内傾する閲をなす

矩<外反する口縁は端部でや

や肥順し外側に面を作る

外灰気味に外'二方に伸びるLI
紬が上端で岨折して内城虻味
に立ち上がる

外傾して伸びる口縁が上端一
垂直に立ち上がる。端部は…
平な面。

級やかに外反する口縁が上端
でやや内側し立ち上がる。

大きく外反す-る口緑が上描．＝
外鰯気味に立ち上がる

短く外反した第1口縁から内
傾気味に鋪2口縁を立ち上げ
る。端部は内傾する而？

緩やかに外反する節1口緑冷、
ら外傾する錐2口縁を立ち
げる

級やかに外反する鋪1口緑か
ら外傾気味に鋪2口緑を立ち
上げる。

外反する鋪1口緑からやや外
蹴気味に鋪2口縁を立ち上げ

外反する第1口縁から蝿<繭

2口縁を立ち上げる

緩やかに外反する軸1口縁か
ら外傾する第2口縁を立ち上
げる

緩やかに外反する鋪1口緑か
ら外徹する第2口縁を立ち上
げる.‐

｢く」の字状口縁

｢く」の字状口緑

内職する休部から「<」の字
状に鋭く屈曲するロ縁。

力11曲気味に外反し鵜部はﾒL
おさめる

外反し端部は外側に而を
す。

｢ハ」の'jg状に柵く脚裾部＝
畑くhIIIIllし端部は外側にim
もつ

｢ハ」の字状に淵き端部は尖
I)気味。

円雄条の脚部、

短く外反L端部は外開に肥叩
して内傾する面をなす

外上方に伸びる口縁が上端で
世ち上がる

節1，縁からほほ垂直に鋪

口縁を立ち上げる。第2口緑
上半部は強いナデによりやや
内傾気味。端部は内傾する1111
imをなす‐

外反する第1口緑からやや外
剛銃味に鋪2口緯を立ち上げ

刺く外反し燭部は面をな寸一

外而は斜めハケ後、頚部に櫛描
lf[線文。端mik、ド端にキザ
ミ。I剛Ⅲi柵ハケ。

外1,1｣馴部は縦ハケ。鋪2口＃
部は斜ハケの彼に櫛状工具に、
る列点文を過らす。内面はナラ
か。

鋪1口緑外面に櫛描世線文（ダ
存3条)。鮒2口縁外而に列H
文。

外而に斜位ハケを1
縁には櫛状工j4でリ
にキザミ。u緑内I

鋪11J緑外1mは淵
縁外miに列点文。

ハケ。第2I

内I、枇・，

1-1甑部外【mは縦ハケ。内ifiiは；
ハケ。蝋郁にキザミ。

外而斜めハケ。内面鋪1口縁横
ハケ．鋪2口総ナデ。

鋪I「1縁内mに波状文。

鋪1口縁外而縦、斜ハケ。

内外1(11とも膿滅のため捌離7
1ﾘ』。

外揃休部ハケ、タタキ。口緑j
ハケ。内Ⅲi口縁部仙ハケ。口＊
端部にキザミ

外獅に斜ハケ。端部にキザミ

内外面とも臓減の為不明瞭で3
るが内而に揃顛圧換、外而は4
タキ摸？

口頚部外miは縦ハケ。内面は（
ハケか。

端部にキザミ

内外IiIiとも服滅の為ｲ§Iﾘ11M

|ﾘ盤允蝋法。

内外､iとも摩滅の為不明瞭

外面縦ハケ内面樹ハケ増i
ド端にキザミ。

内1mに術オサエ。鋪1口縁外『
に列点文。鋪21ｺ縁波状文か！

内1m鮒1口緑は柚ハケ、鋪21
級は州オサエ、ナデ。

外lii雄1口維縦、斜ハケ。内、
棚ハケ

外1m斜めハケ。内､職ハケタ
面ド蝿にキザミ

ね、第2口
点文。端部
はナデか。
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石粒を多く含む

色潤：（内
（外

胎土：1m
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胎土：1mm大までの石粒を多く含イ
焼成：良斑

色副：7.5YR8j

胎土：1．()皿大までの石粒を多く合（
焼成：良蝿

色融

胎i

焼成

色調：（内）lOYR8/1
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焼成：良蝋
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:l皿大までの石粒を多く含む
良闘

7.5YR7/‘

:15国大までの石粒を含む
良船

AI)おYR8'
4)7.5YR8／
駆大までの石粒を含む

AI）lOYR6／
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閲大までの石粒多く念（

'､5YR8ノ
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鋤
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辿好
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ﾉﾘ)5YR8/3
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までの石粒多く含
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表9出土石製品観察表（第51次調査）

層位 石材
最大長

(耐

上、 砂！ 73‘‘

砂！

最大福 最大側

(硯、 姉1

2＆！

重量

[g]

7.85

139

189.4

備考

（7）出土遺物

今回の調査では、一部を除き、地下に遺構が保存されることとなったため、全域におよぶ本発掘

調査は行なっていないが、検出面や一部遺構の断ち割り、擁壁立会調査の際に若干の遺物が出土し

た。

土器（51001～51032）

土器については、今回の調査地からコンテナ（264）で1箱分が出土し、そのうち図示可能な弥

生土器32点を掲示することができた。（51001.51002）はSD5103から出土したものでⅣ様式の中で

も古い要素を持つものである。51003～51005の3点はSD5104から出土したもの。51024がSX5106

から出土したもの。51024を除く51006～51027の20点がSX5101～51005を包括して広がっていた

表層面（上層）から出土したもの（一部掘り下げたのみ）である。この20点の弥生土器には、Ⅳ

様式のなかでも古い要素をもつもの(51014.51015.51016など）と新しい要素をもつもの(51011.

51013など）が混在しており、SX5101～51005の遺構がかなりの時間差をもって、別個に掘削・埋

没していた可能性を示している。51028が土坑(SK5101)から出土したもの。51029～51032の4

点が柱穴(pit)から出土したものである。以上、今回掲示できた土器は、全て弥生土器（畿内第

Ⅳ様式並行期）に相当するものである。

石製品(51001s～51003s)

出土した石製品について、3点を図示した。5100IsはSK5101から出土した扇平片刃石斧の破損

品である。51002s，51003sは、砥石で平滑面を残している。

（8）小結

今回の調査地からは、土坑や溝、井戸、柱跡などが多数検出された。この場所は、これまで遺跡

の中枢部ではないかと推定された調査地点（第40.44.55.58次など）に近く、遺構の種類も豊富で

密度も非常に高い傾向にある。出土した土器をみると時期的にはⅣ期前葉から後葉にかけての型式

差が認められ、検出遺構が全て同一時期のものだけではなく、時間差をもって営まれた結果とみる

べきだろう。これまで、遺跡の中央部の調査では、建物や区画溝が計画的に配置されていることが

指摘され、さらに、その方位軸には2つの異なった軸があることも指摘されている（第58次)。今

回の調査地からは、小溝が検出されているが、現時点（未掘削）では、これまでに指摘されている

方位軸に符合するものはないようである。今後周辺を調査する際には、柱並びや配置された溝の方

位などに注意し、方位軸を意識した建物配置などを検証していくことが必要である。

－26－
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第48次調査調査地全景（南東より：

第48次調査調査地全景（北西より：



Iざ.畷言弓､算－．－
＝＝

図
版
九
第
銘
次
調
査

＝－－卓

澱
．
《
辛
【
一
、

轡
一
一
一
埠
一

ご
雲
一
噸

｜
灘

』
全
一

《
】

一

一

も
宮
一

Fマー弓

~－

一

一
一
一
．

ヨ
ー
を
》

↑
旬
一
一
）
↑
”
塞
響
Ｆ

一
一
》
』
漁

《
辰
、
。
画

三
一
皇
，
一
一
‐
搾
喝
霊
尋
尭
呼
邑

竜
『
。
，怒

序
甘
画
視
△
》
》
一
一
｛
》
↓
五
‐

一
睡
』
『
も
〆

■口、閏零
忌

・1一一竃

画Q

百
四

１
画
畦幽号一

国=

▲ 唇 ．炉
一

一」3j_､‘蕊謎or､軸

SD4803調査風景（北西より）

SD4803調査状況



図
版
十
第
嵯
次
調
査

第49次調査調査地全景（南東より子
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第51次調査調査風景（西より）

第51次調査調査風景（南東より）
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第51次調査遺構検出状況（北西より
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第47次調査出土遺物
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第48次調査出土遺物
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第49次調査出土土器
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第51次調査出土土器
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第51次調査出土土器
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第51次調査出土石製品
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フリガナ

所 在 地

滋賀県守山市下之郷町
字久戸504-1番地

滋賀県守山市下之郷町

字上門田544-1番地

滋賀県守山市下之郷町

字上門田543-1番地

滋賀県守山市下之郷町

宇久戸507-1,4番地

滋賀県守山市下之郷町

字幸徳庵290番地
Ⅱ

滋賀県守山市下之郷町

字皆広676-2,~

種目！

集落

集落

集淵

集落

集落

集落

主な時代

弥生時代中！！

弥生時代中其

弥生時代中典

弥生時代中典

弥生時代中其

コード

市町村

25207

25207

25207

25207

25207

25207

遺跡番号

5（

5（

5（

5（

5（

5〔

主な遺構

環濠、壁立式建物
井戸跡、瀞

大瀧、土坑

大瀧、柱穴

大瀧

柱跡、土域

柱跡、土坑
井戸跡

北緯
◎ノf

35．

2′52"

35°

2′52'′

35．

2′52"

35．

2′52"

35．

2′52"

35

2′52"

東綴
Oノ〃

135

52′29'′

135噸

52′29"

135‘

52′29"

135‘

52′29'′

137V

52′29〃

135

52′29'′

主な遺物

弥生土器、膳

打製石
｜

弥生土器、石器

弥生土器、石器

弥生土器、石器

弥生土器、石器

調査期儲

2001年5月231
～8月201

2001年10月121
-12月7I

2001年11月301
～12月281

2002年1月8日
～1月28日

2002年3月261:1

2002年11月5日
～11月9日

石器、

言田奉志毛

約1,300

86（

65（

約80

約2（

17'

特 記 事項

宅地造成工事/重竪

遺跡確認調査

調査原因

重要遺跡
範囲確認

重要遺剛
範囲確認

重要遺跡
範囲確認

重要遺跡

範囲確認

重要遺跡
範囲確認

重要遺跡
範囲確認
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編集・発行守山市教育委員会

滋賀県守山市吉身二丁目5番22号

印 刷 株 式 会社スマイ印刷工業


